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16    惣村の形成と土一揆惣村の形成と土一揆惣村の形成と土一揆惣村の形成と土一揆・応仁の乱・応仁の乱・応仁の乱・応仁の乱 
●惣村のしくみと特徴惣村のしくみと特徴惣村のしくみと特徴惣村のしくみと特徴    2002200220022002、、、、2008200820082008 

【2002－追】 

中世の「地縁的・自治的組織である惣村」について述べた文として誤っているものを、次の①～④

のうちから一つ選べ。 

① ここでは祭礼などの年中行事、用水や山林の管理について合議した。 

② ここで行なわれる話し合いは寄合と呼ばれた。 

③ 惣村内で責任をもって年貢を徴収する自検断（地下検断）が行なわれた。 

④ 惣村内の秩序を維持するための規約が定められた。 

 

答➡自検断は裁判で誤り、正解は③ 

【惣村惣村惣村惣村】：●農民たちによる自立的・自治的な村 ●領主などの非法に抵抗する村 

   ●村の神社の祭礼行事を中心にまとまる村 ●名主層・小農民などが構成員 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

一揆一揆一揆一揆 2002－本 

次の史料に関連して述べた文ア～エについて、正しいものの組合せを、下の①～④のうち

から一つ選べ。 

三日）…近日四辺の土民蜂起す。土一揆と号し、御徳政と称して借物を破り、少分を以て、押して

質物を請く。ことは江州より起こる。…侍所、多勢を以て防戦するも猶ほ承引せず、土民数万の間

防ぎえずと云々。  出典『建内記』 

ア この一揆は、将軍足利義教が殺害されたあとの混乱に乗じて蜂起したものである。 

イ この一揆は、朝鮮軍が対馬に来襲する騒然とした社会状況に乗じて蜂起したものであ

る。 

ウ 奈良の柳生街道には、このときの一揆で負債破棄がなされたことを記した碑文が残さ

れている。 

エ 一揆側の攻勢のために、幕府はやむなく徳政令を発布した。 

 ① ア・ウ  ② ア・エ  ③ イ・ウ  ④ イ・エ 

正解➡正解➡正解➡正解➡②    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【 おとなおとなおとなおとな 】沙汰人・番頭
惣村の指導者

有力名主や地侍から選ばれた

【 土一揆土一揆土一揆土一揆 】
土民が惣村を中心に一致団結

し、反抗活動を起こした

【 寄合寄合寄合寄合 】
惣村の決定会議

神社で集会・協議・決定した

【 強訴強訴強訴強訴 】
集団の威力を背景に、領主な
どに対して強く訴えを起こした

【 宮座宮座宮座宮座 】
神社の祭礼組織

惣結合の中心

【 逃散逃散逃散逃散 】
一村が団結して耕作を放棄し
て他領へ逃げることで抵抗した

【 惣掟惣掟惣掟惣掟 】
惣村の決まり

造反者には厳しい制裁もあり

【 地下検断地下検断地下検断地下検断 】
惣村内部での裁判

惣掟により農民が警察権行使

義教

幕府➡徳政令

1428【嘉吉嘉吉嘉吉嘉吉】】】】の徳政一揆の徳政一揆の徳政一揆の徳政一揆

代始めの徳政
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義教

将軍権力強化
守護大名押え込む

1438【永享永享永享永享】の乱

鎌倉公方【足利持氏】討つ

1428【正長正長正長正長】】】】の土一揆の土一揆の土一揆の土一揆
近江坂本の馬借馬借馬借馬借徳政求める

京都近郊の農民も参加

将軍義持の死をきっかけ

代始めの徳政

義持 死

1441【嘉吉嘉吉嘉吉嘉吉】の乱

義教➡【赤松満祐】に殺害
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応仁の乱応仁の乱応仁の乱応仁の乱 2001－本 正誤 

11 年間におよんだ応仁の乱に関連して述べた文として正しいものを、次の①～④のうちか

ら一つ選べ。 

① 京都が戦火を避けることができた背景には、町衆による自治の発展があった。 

② この乱は、将軍家や幕府の管領家の家督争いがからんで起こった。 

③ この乱の最中に、畠山氏の軍を退去させた山城の国一揆が起こった。 

④ この乱は、天文法華の乱を契機に終息していった。 

正解➡② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方の動き地方の動き地方の動き地方の動き    

 

1485✖【山城山城山城山城】の国一揆

8年間の自治
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一揆②一揆②一揆②一揆② 2002－本 正誤 

次の史料に関連して述べた文として正しいものを、下の①～④のうちから一つ選べ。 

今月五日越前府中に行く。其以前越前合力勢越前合力勢越前合力勢越前合力勢（＝援軍の朝倉氏の軍勢）賀州賀州賀州賀州に赴く。然と雖

も、一揆衆二十万人、富樫城を取囘｛とりま｝く。故を以て、同九日城を攻落さる。皆生害｛しょう

がい：自害｝す。而るに富樫一家の者一人之を取立つ。 

① この一揆では、蓮如の布教により広まった一向宗の門徒が中心になって蜂起した。 

② 富樫政親を自殺に追い込んだのち、一揆衆は約 8 年間にわたって加賀国を支配した。 

③ 越前から軍勢を派遣した朝倉氏は、春日山に城下町を建設した戦国大名である。 

④ 一揆の中心となった門徒たちは、結とよばれる信者組織をつくって信仰を深めた。 

正解→① 

加賀の一向一揆加賀の一向一揆加賀の一向一揆加賀の一向一揆    

 

1488✖【加賀加賀加賀加賀】の国一揆

1世紀の自治

守護の【富樫政親】を倒す
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加賀の浄土真宗門徒が【国人国人国人国人】
と結び本願寺領を形成

本願寺の【蓮如蓮如蓮如蓮如】は、阿弥陀仏

の救いを信じれば、誰でも極楽

往生できることを平易な文章＝

【御文御文御文御文】で説き、【講講講講】を組織して
惣村惣村惣村惣村に広めていった。
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室町時代の戦乱室町時代の戦乱室町時代の戦乱室町時代の戦乱 2010 年 本試験 年代順配列 

室町時代の戦乱に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて，古いものから年代順に正し 

く配列したものを，下の①～⑥のうちから一つ選べ。 

Ⅰ 細川勝元と山名持豊の対立が，大きな戦乱に発展した。 

Ⅱ 周防国など6 か国の守護を兼任していた大内義弘が，討たれた。 

Ⅲ 将軍による守護への弾圧に危機感を抱いた赤松満祐が，将軍を殺害した。 

① Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ  ② Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ  ③ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

④ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ  ⑤ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ  ⑥ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

正解➡ 

 

細川勝元

惣領の立場強い

一族・家臣団の争い

分割相続➡単独相続

将軍の跡継ぎ問題

守護大名跡継ぎ問題

焼野原

貴族・寺社・幕府

山名宗全

京
都

1467応仁の乱

没落・衰退11年間続く

荘園・公領
守護代・国人に

取られる


